
願
望 

山
里
と
川
口
川
が
美
し
い
！ 

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
は 

は
や
、
鮒
、
ど
じ
ょ
う
が
… 

川
上
に
は
、
山
女
、
沢
蟹
、
河
貝
子
が
… 

山
間
の
ハ
ケ
に
は
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
魚
が
… 

空
に
は
、
あ
げ
雲
雀
… 

林
の
梢
に
は
、
鶯
、
お
お
る
り
が
… 

春
は
花
々
で
里
が
微
笑
む 

そ
し
て
貴
重
な
文
化
財
が
… 

心
豊
か
な
こ
の
町
を
… 

（
西
久
保
か
ら
北
西
を
望
む
） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

今
熊
バ
ス
停
か
ら
秋
川
街
道
を
東
へ
約

五
㎞
の
行
程
。
山
桜
の
巨
木
が
見
事
な
福

寿
寺
へ
。
吉
祥
院
跡
か
ら
牛
頭
天
王
の
伝

説
が
あ
る
牛
頭
橋
か
ら
牛
頭
天
王
祠
跡
へ
。

東
岳
院
、
福
泉
寺
跡
を
通
り
上
川
口
小
学

校
裏
山
へ
。
秋
山
家
の
板
碑
群
、
山
椒
魚

の
生
息
地
が
あ
る
。
旧
道
に
戻
り
、
更
に

東
へ
。
畠
山
重
忠
お
手
植
え
の
桜
や
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
で
有
名
な
大
仙
寺
に
着
く
。 

 

旧
大
仙
寺
入
口
を
通
り
、
田
守
山
の
剣

の
碑
を
見
な
が
ら
田
守
神
社
へ
。
重
忠
伝

説
や
獅
子
舞
い
が
有
名
。
さ
ら
に
上
川
ト

ン
ネ
ル
手
前
の
鎌
倉
古
道
を
左
へ
、
暫
く

す
る
と
伝
説
の
重
忠
御
前
石
に
着
く
。 

 

来
た
道
を
戻
り
、
霊
園
内
の
黒
八
丈
の

碑
を
見
学
し
、
更
に
下
っ
て
再
び
鎌
倉
古

道
に
入
る
。
途
中
、
金
山
様
や
田
守
神
社

の
雨
乞
い
跡
を
通
り
、
戸
沢
の
馬
頭
観
音

堂
へ
。
堂
前
に
は
、
古
道
の
道
標
や
地
蔵

尊
が
建
っ
て
い
る
。
更
に
、
秋
川
街
道
を

東
へ
。
川
口
川
の
日
向
橋
を
渡
り
、
牛
頭

天
王
の
石
碑
が
あ
る
熊
野
神
社
へ
。
そ
し

て
、
阿
吽
の
龍
で
有
名
な
三
光
院
で
解
散
。 

①
南
極
山

福
寿
寺 

上
川
町
三
九
九
八 

宗
派 

臨
済
宗
建
長
寺
派 

本
尊 

釋
迦
如
来 

開
山 

劫
林
永
禅
師 

開
基 

不
明 

開
創 

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
） 

 

八
王
子
で
鎌
倉
建
長
寺
末
寺
は
当
山
だ

け
で
あ
る
。
多
年
に
亘
り
無
住
が
続
き
、

記
録
等
無
く
不
明
な
点
が
多
い
。
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）
頃
糀
谷
に
あ
る
天
珠
山

吉
祥
院
と
合
併
し
た
。
久
保
に
明
王
山
東

岳
院
が
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
頃
美
山
町

馬
込
向
戸
山
養
福
寺
と
合
併
し
た
が
、
昭

和
二
十
年
の
八
王
子
空
襲
で
堂
宇
焼
失
廃

寺
と
な
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
当
山

と
合
併
し
た
。
上
川
口
小
学
校
が
災
禍
に

遭
っ
た
時
、
暫
く
こ
の
寺
を
借
り
て
授
業

を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。 

境
内
に
は
四
月
上
旬
が
見
頃
の
山
桜
の

巨
木
が
花
を
咲
か
せ
る
。
秋
の
紅
葉
も
美

し
い
。
本
堂
天
井
画
の
龍
も
見
応
え
が
あ

る
。 

                
 

         

福 寿 寺 「龍」 画 馬来愛岳氏 
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●
天
珠
山
吉
祥
院
跡 上

川
町
小
路
ケ
谷
戸 

宗
派 

臨
済
宗
広
徳
寺
末 

本
尊 

聖
観
音 

開
山 

玉
岫
上
人 

開
創 

不
明 

 

大
正
年
間
に
福
寿
寺
に
合
併
廃
寺
。 

福
寿
寺
か
ら
出
て
東
へ
、
帝
京
八
王
子

高
校
へ
向
か
う
農
道
を
暫
く
行
く
と
社
会

福
祉
法
人
「
希
望
の
里
」
の
白
い
建
物
が

見
え
る
。
そ
の
西
側
の
道
隅
に
庚
申
塔
と

地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
希

望
の
里
の
東
側
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
道

路
や
建
物
の
区

画
整
理
で
今
の

場
所
に
移
動
し

た
と
い
う
。
建

物
の
奥
が
吉
祥

院
跡
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

   

                       

            
            

希望の里脇の庚申塔 

希望の里 
この辺りが吉祥院跡 

糀谷近くの川口川 糀 谷 橋 

羽 生 橋 
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②
午
頭

ご

と

う

橋ば

し 

上
川
町 

吉
祥
院
跡
か
ら
川
口
川
の
羽
生
入
橋
を

渡
り
、
さ
ら
に
秋
川
街
道
の
糀
谷
橋
を
渡

る
と
左
の
川
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

へ
行
く
道
が
あ
る
。
そ
こ
に
「
午
頭
橋
」

と
い
う
名
前
の
橋
が
あ
る
。 

字
名
で
北
久
保
や
後
藤
ヶ
谷
戸
と
い
わ

れ
る
場
所
に
は
「
牛
頭
天
王
」
に
ま
つ
わ

る
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
理
由
は
定
か
で

は
な
い
が
「
午
頭
橋
」
は
「
ご
ず
」
と
い

わ
ず
「
ご
と
う
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

           

          ③
牛
頭

ご

ず

天
王

て
ん
の
う

祠
跡 

上
川
町 

川
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
裏
山
に

牛
頭
天
王
を
祀
っ
た
と
い
わ
れ
る
跡
が
残

っ
て
い
る
。
今
は
木
々
が
生
茂
り
藪
の
中

に
高
さ
二
十
五
㎝
、
長
さ
が
五
十
㎝
程
の

自
然
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
周
辺

は
後
藤
ヶ
谷
戸
と
呼
ば
れ
、
牛
尾
（
う
し

お
）
家
の
邸
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
池
の

よ
う
な
水
溜
り
が
残
っ
て
い
る
。
戦
後
の

初
め
ご
ろ
ま
で
近
所
の
者
が
幣
束
を
奉
り

灯
明
を
あ
げ
て
い
た
と
い
う
。 

 

             

●
牛
頭
天
王
伝
説 

八
王
子
城
が
落
城
し
た
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
六
月
二
十
三
日
、
北
条
家

家
臣
大
石
照
基
は
、
配
下
の
武
将
に
、
八

王
子
城
の
守
護
神
、「
牛
頭
天
王
」
の
御
神

体
の
城
外
へ
の
持
ち
出
し
を
命
じ
た
。 

御
神
体
を
密
か
に
祀
り
、
武
将
が
住
み

つ
い
た
の
が
こ
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
武
将
が
牛
頭
（
ご
ず
）
の
姓
を
名
乗

る
こ
と
を
憚
り
、「
牛
の
頭
」
で
は
な
く
牛

午 頭 橋 

午頭橋近くの川口川 

牛頭天王祠跡の石 
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の
尾
に
変
え
「
牛
尾
」
と
改
姓
し
た
と
い

う
。
詳
細
は
不
明
だ
が
子
孫
は
八
王
子
千

人
同
心
の
牛
尾
善
十
郎
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。 ま

た
「
牛
頭
天
王
の
川
流
れ
」「
裏
宿
天

王
川
流
れ
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
牛
頭
天
王

の
川
流
れ
伝
説
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
ど
う

い
う
理
由
で
流
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い

が
、
伝
説
は
こ
う
で
あ
る
。 

そ
の
昔
、
御
神
体
が
川
口
川
か
ら
延
々

三
㎞
以
上
も
流
さ
れ
、
浅
川
の
合
流
地
点

か
ら
浅
川
に
入
り
今
の
浅
川
橋
周
辺
の
岸

に
辿
り
着
い
た
と
い
う
。
拾
わ
れ
た
御
神

体
は
や
が
て
八
幡
神
社
に
奉
ら
れ
た
。 

横
山
町
界
隈
の
古
老
の
話
で
は
昔
、
浅

川
で
は
水
神
様
を
祀
る
た
め
御
輿
を
水
の

中
に
入
れ
洪
水
や
水
難
の
事
故
を
鎮
め
る

行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
と

イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
、
ま
た
薬

師
如
来
の
垂
迹
（
す
い
じ
ゃ
く
）
そ
れ
に

徐
疫
神
と
い
わ
れ
る
牛
頭
天
王
と
結
び
つ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

  

         ●
明
王
山
東
岳
院
跡 

 上
川
町
（
久
保
） 

宗
派 

臨
済
宗
五
日
市
戸
倉
光
巌
寺
末 

本
尊 

十
一
面
観
音 

開
山 
矢
叟
上
人 

開
創 
不
明 

 

明
治
初
年
養
福
寺
に
合
併
さ
れ
廃
寺
。 

午
頭
橋
か
ら
秋
川
街
道
に
戻
り
吉
祥
院
跡

の
道
に
出
る
。
田
園
風
景
の
広
が
る
農
道

を
少
し
行
く
と
字
名
で
西
久
保
と
久
保
の

場
所
に
出
る
。
そ
の
山
里
の
奥
が
寺
の
跡

だ
と
い
う
。
久
保
の
道
角
に
は
当
時
を
忍

ば
せ
る
、
石
塔
、
地
蔵
尊
等
五
基
そ
れ
に

庚
申
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

                        

上川農村環境改善センター 

林の奥が東岳院跡 路傍にある東岳院の庚申塔等 
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●
清
流
山
福
泉
寺
跡 

 

川
上
町
（
日
影
） 

 

宗
派 

臨
済
宗
五
日
市
戸
倉
光
厳
寺
末 

本
尊 

薬
師
如
来 

開
山 

海
空
上
人 

開
創
不
明
、
明
冶
初
年
廃
寺
。
東
岳
院

跡
の
地
蔵
尊
か
ら
更
に
少
し
行
く
と
「
お

つ
ぼ
ね
沢
」
と
い
う
谷
戸
に
出
る
。
谷
戸

の
奥
ま
っ
た
所
に
福
泉
寺
が
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
寺
跡
の
名
残
と
思
わ
れ
る
卵
塔

墓
地
に
地
蔵
尊
、
石
塔
そ
れ
に
寶
篋
印
塔

と
思
わ
れ
る
宝
珠
が
路
傍
に
安
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
福
泉
寺
跡
の
東
側
の
「
お
つ

ぼ
ね
沢
」
は
名
前
か
ら
「
局
」
と
書
く
の

が
普
通
だ
が
、
詳
細
は
不
明
と
の
こ
と
。 

                       

④
板
碑
群 

上
川
町
（
佐
入
） 

 

上
川
口
小
学
校
の
近
く
に
秋
山
家
の
墓

が
あ
る
。
そ
の
一
角
に
数
枚
の
板
碑
が
整

然
と
安
置
さ
れ
て
い
る
。
石
塔
の
裏
に
は

ま
だ
整
理
前
と
思
わ
れ
る
板
碑
が
十
数
枚

積
み
重
ね
て
あ
る
。
以
前
は
こ
の
付
近
に

点
在
し
て
い
た
の
を
、
秋
山
家
の
墓
に
集

め
保
存
し
た
と
聞
く
、
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
板
碑
は
鎌
倉
時
代
以
後
、
慶

長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
こ
ろ

ま
で
追
善
供
養
、
逆
修
供
養
な
ど
の
た
め

特
に
関
東
地
方
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た

石
造
塔
婆
の
一
種
で
板
石
塔
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。 

 

板
状
の
石
の
頂
部
を
三
角
形
に
し
、
そ

の
下
に
二
条
の
切
り
込
み
を
作
り
、
さ
ら

に
そ
の
下
に
梵
字
、
仏
像
、
法
名
、
華
瓶 

 
 

（
け
び
ょ
う
）
な
ど
を
刻
む
の
を
普
通
と

し
て
い
る
。 

  

午頭橋近くから川口川を望む 

福泉寺跡 路傍の地蔵尊等 おつぼね沢 
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●
山
椒
魚
の
生
息
地 

 

上
川
町
一
帯
の
北
斜
面
か
ら
は
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
場
所

が
あ
り
、
清
水
の
出
て
い
る
所
に
は
、「
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
が
生
息
し
て
い
る
。 

                   

⑤
田
守
山
不
動
院

大
仙
寺 

上
川
町
三
五
〇
二 

宗
派 

真
言
宗
豊
山
派
大
悲
願
寺
末 

本
尊 

不
動
明
王 

寺
宝 

薬
師
堂
（
石
仏
） 

開
山 

頼
空
上
人 

開
基 

源
実
朝 

開
創 

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
） 

 

鎌
倉
時
代
、
順
徳
天
皇
の
時
代
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
王
子
城

攻
略
の
時
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
源
宥
僧
都
が
再
興

し
て
い
る
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に

は
朱
印
八
石
六
斗
を
賜
り
田
守
神
社
の
別

当
寺
で
も
あ
っ
た
。 

大
仙
寺
は
幾
た
び
か
火
難
に
あ
っ
て
い

る
。
本
尊
の
不
動
明
王
は
焼
損
は
あ
る
も

の
の
現
存
し
て
い
る
。
焼
け
る
前
の
建
物

は
東
向
き
で
鎌
倉
古
道
を
見
下
ろ
す
位
置

に
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
乱
の
中
世
紀
に
は

秩
父
か
ら
武
士
団
の
見
張
り
役
を
し
た
修

験
僧
が
往
き
来
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ご
ぜ
（
瞽
女
、
御
前
）
の

秋山家の墓 安置されている板碑 

サンショウウオ生息地 
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演
奏
許
可
状
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

今
は
無
住
の
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

大
仙
寺
の
参
道
を
北
へ
、
秋
川
街
道
を

渡
り
旧
道
に
出
る
と
こ
ろ
に
高
さ
三
ｍ
程

の
石
刻
の
塔
が
あ
る
。
台
座
に
は
明
治
十

三
年
三
月
奉
納
「
田
守
山
大
仙
寺
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
長
い
直
線
の

参
道
を
見
る
と
以
前
は
こ
こ
が
大
仙
寺
の

入
り
口
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

               

                          

⑥
重
忠
お
手
植
え
の
桜 

上
川
町
三
五
〇
二 

大
仙
寺
境
内
入
り
口
の
地
蔵
尊
脇
に
畠

山
重
忠
の
「
お
手
植
え
の
桜
」
と
言
い
伝

え
ら
れ
る
古
木
の
桜
が
あ
る
。
確
証
は
無

い
が
、
重
忠
の
軍
勢
が
網
代
の
山
越
え
や

戸
沢
峠
越
え
の
た
め
こ
の
付
近
で
小
休
止

を
し
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
に
桜
（
山
桜
）

を
植
え
た
と
い
う
。
こ
の
外
、
重
忠
橋
な

ど
重
忠
に
関
係
す
る
名
前
が
こ
の
付
近
に

残
っ
て
い
る
。 

            

大 仙 寺 

お手植えの桜 

鐘楼と薬師堂 桜の大木 
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●
畠
山
重
忠 

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
～
元
久
二
年

（
一
二
〇
五
）
鎌
倉
初
期
の
武
士
、
武
蔵

国
畠
山
荘
の
荘
司
重
能
（
し
げ
よ
し
）
の

子
。
源
頼
朝
挙
兵
当
初
は
平
氏
に
属
し
て

頼
朝
に
敵
対
し
た
が
、
の
ち
頼
朝
に
服
属

木
曽
義
仲
、
平
氏
の
追
討
や
奥
州
征
伐
に

戦
功
を
立
て
る
。 

頼
朝
の
死
後
は
そ
の
遺
沢
を
受
け
頼
家

を
補
佐
。
元
久
二
年
北
条
氏
と
争
い
、
武

蔵
二
俣
川
で
死
亡
し
た
。 

            

                        

      

●
経
塚
山 

上
川
町 

お
つ
ぼ
ね
沢
脇
の
山
道
を
二
十
分
ほ
ど

登
っ
た
と
こ
ろ
に
地
元
で
は
「
経
塚
山
」

と
い
わ
れ
る
小
高
い
山
が
あ
る
。
明
治
の

頃
こ
の
山
か
ら
経
筒
が
出
土
し
た
こ
と
か

ら
経
塚
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
筒
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
ち
な
み
に
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
日
本
最
初
の
博
物
館
は

湯
島
聖
堂
、
明
治
十
五
年
現
在
地
の
上
野

に
移
転
。 

田守山の剣の碑 庚申塔石碑 

道の奥が三光院 

旧 三光院入口 

畠山重忠 
江戸時代「前腎故実」
より 画：菊池容斎 
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と
こ
ろ
で
経
塚
山
に
は
狼
伝
説
が
残
っ

て
い
る
。 

経
塚
山
に
狼
が
棲
ん
で
い
た
。
狼
は
毎

年
の
よ
う
に
子
供
を
産
ん
で
い
た
。 

あ
る
季
節
を
迎
え
る
と
毎
晩
の
よ
う
に

狼
が
唸
る
の
で
地
元
の
人
た
ち
は
「
狼
の

お
産
が
始
ま
っ
た
ん
だ
べ
ぇ
！ 

何
か
食

べ
る
物
ん
で
も
持
っ
て
っ
て
や
る
べ
え

か
！
」
と
い
っ
て
、
毎
日
塩
だ
の
お
赤
飯

だ
の
を
重
箱
に
詰
め
て
狼
様
の
棲
ん
で
い

る
洞
穴
近
く
に
お
供
え
を
し
た
と
。 

 

翌
朝
、
お
供
え
を
し
た
人
が
家
の
雨
戸

を
開
け
る
と
空
っ
ぽ
の
お
重
が
縁
の
下
に

ち
ゃ
ん
と
返
し
て
あ
っ
た
と
い
う
。 

山
頂
の
木
の
根
に
高
さ
五
十
㎝
幅
三
十

㎝
厚
さ
二
十
㎝
程
の
石
が
あ
る
。
こ
の
石

は
人
口
的
に
運
ん
で
来
た
も
の
で
、
付
近

に
は
無
い
。
こ
の
場
所
で
経
筒
が
発
見
さ

れ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
が
確
証
は
な
い
。 

     

                        

             

⑦
田
守
神
社 

 

上
川
町
（
田
守
）
一
二
〇
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勧
請 

不
明 

祭
神 

大
己
貴
命 

（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
） 

 
 

 

応
神
天
皇
（
お
お
じ
ん
て
ん
の
う
） 

創
建 

不
明 

例
祭 

四
月
三
日 

一
説
に
は
順
徳
天
皇
の
時
代
、
田
の
守

の
護
神
と
し
て
奉
斎
し
た
と
い
う
伝
承
が

山頂付近 経塚と思われる祠石か 

経塚山山頂 
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あ
る
。
昔
は
古
明
神
と
称
し
て
い
た
が
、

成
小
（
嗚
呼
）
ヶ
谷
戸
に
移
し
て
田
守
明

神
社
と
改
称
、
豊
年
万
作
の
祈
願
と
し
た

と
い
う
。
ま
た
小
名
田
守
の
名
を
と
っ
て

田
守
明
神
社
と
し
た
と
の
伝
承
も
残
っ
て

い
る
。 

 

古
く
は
古
明
神
の
地
に
あ
っ
た
が
、
川

の
氾
濫
で
今
の
成
小
ケ
谷
戸
に
移
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
古
明
神
の
地

に
あ
っ
た
こ
ろ
、
畠
山
重
忠
が
行
軍
の
途

中
袂
か
ら
石
を
取
り
出
し
地
元
民
に
授
け

た
と
い
う
。
こ
の
石
を
神
社
に
祀
っ
た
の

で
「
た
も
と
神
社
」
に
な
り
、
そ
の
後
田

守
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。 

 

ま
た
重
忠
が
こ
の
地
で
休
ん
だ
折
、
兜

か
ら
金
の
幣
束
を
落
と
し
、
そ
れ
を
神
社

に
祀
っ
た
等
の
伝
承
が
あ
る
。
神
社
の
傍

に
は
今
も
雨
乞
い
池
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

田
を
守
る
神
社
で
あ
る
。 

 

ま
た
田
守
神
社
の
祭
礼
に
は
五
穀
豊
穣
、

雨
乞
祈
願
と
し
て
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。

毎
年
八
月
最
終
日
曜
日
、
か
つ
て
は
春
に

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
            

        
  

     
         

田守神社 祭 神 様 

 

雨乞い池 
田守神社の獅子舞 
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⑧
重
忠
の
御
前
石
伝
説 

 

あ
き
る
野
市
へ
行
く
途
中
、
上
川
ト
ン

ネ
ル
手
前
を
左
へ
入
り
、
山
道
を
暫
く
行

く
と
左
に
石
灰
岩
の
白
い
大
き
な
石
が
い

く
つ
も
見
え
る
。
地
元
の
人
は
こ
の
石
を

御
前
石
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

重
忠
行
軍
の
折
こ
こ
で
馬
の
手
綱
を
石

穴
に
繋
い
だ
と
い
う
石
や
、
馬
の
足
跡
と

い
わ
れ
る
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

                        

                       

明神橋下を流れる川口川 

馬の手綱を石穴に繋いだという石 馬の手綱石穴 

馬の蹄跡   御 前 石 
重忠が腰を掛けたという石や 
馬を繋いだという石などがある 
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⑨
黒
八
丈
の
碑 

上
川
町
（
田
守
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
川
霊
園
に
入
り
、
大
き
な
池
の
手
前

に
「
八
王
子
織
物
黒
八
丈
発
祥
之
地
」
と

刻
ま
れ
た
高
さ
一
・
二
ｍ
程
の
記
念
碑
が

北
向
き
に
建
っ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
昭
和

五
十
三
年
八
月
、
郷
土
史
研
究
会
に
よ
り

建
立
さ
れ
た
も
の
。
以
前
は
上
川
霊
園
入

口
の
脇
に
建
っ
て
い
た
が
、
霊
園
内
の
道

路
や
駐
車
場
の
拡
張
の
た
め
現
在
地
に
移

動
し
た
も
の
。
本
来
は
五
日
市
が
本
場
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
黒
沢
の
地
名
が
あ
る

よ
う
に
こ
の
地
で
も
土
が
採
取
さ
れ
た
と

い
う
。 

         

⑩
旧
重
忠
橋 

上
川
町
（
田
守
） 

 

黒
八
丈
の
碑
か
ら
少
し
下
っ
た
、
あ
き

る
野
市
へ
行
く
道
を
跨
ぐ
よ
う
に
川
口
川

へ
注
ぐ
川
が
あ
る
。
そ
こ
に
架
か
っ
て
い

る
橋
が
「
旧
重
忠
橋
」
と
い
う
。
八
王
子

同
友
会
ホ
ー
ム
へ
行
く
入
口
の
道
で
あ
る
。

今
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
の
で
判
り
に
く

い
。
ま
た
川
口
川
に
架
か
っ
て
い
る
橋
を

「
重
忠
橋
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
旧
名
は

「
中
組
橋
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。 
            

              

⑪
鎌
倉
古
道
と
碑 上

川
町
（
田
守
） 

 

旧
重
忠
橋
の
少
し
手
前
を
右
へ
通
ず
る

道
が
鎌
倉
古
道
で
あ
る
。
入
口
に
は
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
か
ら
少
し
歩
き
橋

を
渡
り
、
直
ぐ
右
へ
曲
る
道
が
鎌
倉
古
道

で
あ
る
が
、
今
は
畑
の
中
に
埋
れ
、
秋
川

街
道
に
出
る
間
、
僅
か
に
残
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
秋
川
街
道
を
横
断

し
戸
沢
峠
ま
で
の
道
は
現
存
し
、
途
中
古

道
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

黒八丈の碑 

重忠橋（ 中組橋 ） 

旧 重忠橋 



13 
 

                        

            ⑫
金
山
様
と
五
輪
塔 

上
川
町
（
田
守
） 

 

金
山
橋
を
渡
る
と
左
手
斜
面
の
上
に
、

金
山
神
社
が
あ
る
。
創
建
年
代
は
明
治
の

中
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
な
い
。 

地
元
に
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。

昔
、
小
谷
田
家
と
水
島
家
が
資
本
を
出
し

合
い
金
鉱
を
探
し
た
。
直
径
二
ｍ
程
の
横

穴
で
相
当
深
く
掘
っ
た
と
い
う
。
夜
通
し

地
面
に
耳
を
つ
け
て
音
を
聞
き
取
り
耳
を

澄
ま
す
と
地
底
か
ら
唸
り
が
聞
こ
え
た
と

い
う
。
結
局
鉱
脈
に
は
当
た
ら
ず
、
直
ぐ

に
止
め
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
鎌
倉
古
道

を
通
り
戸
沢
峠
に
出
る
脇
に
も
金
穴
跡
や

水
車
小
屋
の
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
金
山
橋
か
ら
少
し
行
っ
た
関
場
農

道
と
秋
川
街
道
へ
出
る
三
叉
路
斜
面
に
は
、

五
基
の
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
形

や
大
き
さ
か
ら
、
江
戸
期
の
も
の
と
推
察

で
き
る
。
近
く
に
住
む
屋
号
で
鍛
冶
屋
と

い
う
三
沢
家
の
古
老
の
話
で
は
、
先
祖
が

鉄
砲
鍛
冶
を
し
て
い
た
こ
ろ
に
建
立
し
た

と
の
こ
と
。
詳
細
は
不
明
。 

            

鎌倉古道 

写真右下の畑が鎌倉古道 

金 山 様 
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●
田
守
神
社
の
雨
乞
行
事 

 

今
の
東
田
守
橋
脇
で
最
近
ま
で
雨
乞
い

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
龍
神
雨

乞
祈
祷
文
句
に
よ
る
と
、 

「
さ
ん
げ
さ
ん
げ
六
根
清
浄 

お
し
め
り
初
代
こ
ん
ご
う
じ
ょ
う 

南
無
永
代
神
仏
宮
五
穀
じ
ょ
う
じ
ゅ 

愛
民
農
事
の
一
封
如
来 

 

あ
い
南
無
祈
命
頂
来
」 

と
唄
い
な
が
ら
五
穀
豊
穣
の
雨
乞
祈
願
を

行
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           ⑬
戸
沢
の
馬
頭
観
音 

上
川
町
（
戸
沢
）
三
三
五
一 

 
東
田
守
橋
を
渡
り
秋
川
街
道
に
出
て
左

に
折
れ
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
を
右
へ
曲
る 

 

（
新
関
戸
橋
の
手
前
）
。
そ
の
細
道
が
戸
沢

峠
へ
通
ず
る
鎌
倉
古
道
で
あ
る
。
鎌
倉
古

道
碑
を
右
へ
入
る
と
観
音
堂
で
あ
る
。 

 

こ
の
観
音
堂
は
三
光
院
の
別
当
で
、
天

正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
甲
州
武
田

家
の
家
臣
水
島
将
藍
が
こ
の
地
に
落
ち
延

び
農
民
と
な
る
。
そ
の
子
五
郎
兵
衛
が
小

さ
な
持
仏
堂
を
建
て
馬
頭
観
音
を
安
置
し

た
の
が
創
め
と
い
う
。
八
王
子
三
十
三
観

音
霊
場
で
馬
頭
観
音
は
珍
し
い
と
い
う
。 

 

観
音
堂
前
の
路
傍
に
は
地
蔵
尊
、
道
標

そ
れ
に
鎌
倉
古
道
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

ま
た
水
島
家
の
墓
に
は
伊
那
石
で
彫
ら
れ

た
珍
し
い
板
碑
が
あ
る
。 

  
               

 

五 輪 塔 

雨乞い行事の東田守橋付近 

戸沢の馬頭観音堂 
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●
聖
徳
太
子
講
の
碑 

上
川
町 

 

水
島
将
藍
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
水
島
家

が
観
音
堂
の
前
に
あ
る
。
庭
の
隅
に
は
珍

し
い
聖
徳
太
子
を
祀
っ
た
石
碑
が
二
基
建

て
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
考
察

や
年
中
行
事
等
は
一
切
判
ら
な
い
と
い
う
。

た
だ
大
工
職
人
衆
が
講
中
を
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。
水

島
家
の
裏
山
に
は
八
幡
社
が
あ
る
。 

    

観音堂前の道標と地蔵尊 観音堂前の鎌倉古道 

道 標 鎌倉古道の碑 

伊奈石の珍しい板碑 
（観音堂脇 小島家の墓） 
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⑭
上
川
の

熊
野
神
社 

 

上
川
町
（
日
向
）
三
〇
八
九 

勧
請 

川
口
次
郎
大
夫 

祭
神 

高
皇
産
霊
尊
「
高
御
産
巣
日
神
」 

（
た
か
む
す
び
の
み
こ
と
） 

建
速
須
佐
之
男
命
（
た
け
は
や
の 

す
さ
の
お
う
の
み
こ
と
） 

創
建 

不
明 

例
祭 

八
月
最
終
日
曜
日 

 

秋
川
街
道
か
ら
少
し
入
り
川
口
川
の
日 

向
橋
を
渡
る
と
熊
野
神
社
に
出
る
。 

 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
黒
沢
の
熊
野 

神
社
と
三
和
田
の
八
雲
神
社
と
合
祀
、
村 

社
と
な
る
。
八
雲
神
社
の
創
建
は
不
明
。 

 

鳥
居
の
右
下
に
は
牛
頭
天
王
と
刻
ま
れ 

た
石
燈
籠
や
疫
病
除
け
の
石
仏
が
安
置
さ 

れ
、
社
殿
内
に
は
「
疫
神
宮
」
の
木
札
が 

残
っ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
と
の
関
係
を
見 

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
武
蔵
七
党
の
う
ち
西
党
の
三
代
地

頭
川
口
次
郎
大
夫
が
熊
野
三
山
神
社
を
勧

請
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

             

                        

聖徳太子講石塔 

熊野神社 

日向橋（熊野神社入り口） 

牛頭天王の石碑 
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⑮
聖
学
山

三
光
院
永
徳
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
上
町
三
一
〇
〇 

宗
派 

天
台
宗
高
月
円
通
寺
末 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

 

開
山 

良
弁
上
人 

開
創 

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
） 

 

古
く
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
。
上
川
の
馬

頭
観
音
堂
の
別
当
寺
で
も
あ
る
。
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）
三
代
将
軍
家
光
よ
り
朱

印
十
六
石
三
斗
を
拝
領
し
て
い
る
。
証
と

し
て
本
堂
の
大
棟
に
は
葵
紋
が
施
さ
れ
て

い
る
。
山
門
虹
梁
の
表
裏
に
は
見
事
な
阿

吽
の
龍
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
堂
宇

は
昭
和
五
十
五
年
に
建
立
。 

 

ま
た
昔
の
階
段
跡
を
登
り
切
る
と
旧
本

堂
跡
に
出
る
。
立
派
な
石
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
る
。
度
重
な
る
火
災
で
今
の
本
堂
へ

移
っ
た
と
い
う
。
階
段
先
の
斜
面
上
の
左

脇
に
供
養
碑
と
思
わ
れ
る
古
い
笠
付
石
塔

が
昔
を
偲
ば
せ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

              

                        

石灯籠・疫病除けの石仏 

三光院山門 
梁に阿吽の龍 

阿の龍 吽の龍 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
図
説
・
歴
史
散
歩
事
典 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
歴
史
読
本 

 
 

 

日
本
の
神
社
・
神
さ
ま
入
門 

・
日
本
史
総
合
図
録 

・
郷
土
史 

 
 

 

八
王
子
川
口
郷
土
史
研
究
会 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

 

三光院本堂 三光院本堂跡 

三面地蔵塔 


